
思
え
ば
、
こ
の
日
が
、
社
会
貢
献
の
家
（
ホ
ー

ム
）
の
は
じ
ま
り
だ
っ
た
。

「
企
画
書
を
つ
く
っ
て
大
阪
市
に
出
す
よ
う

に
」
と
、
先
代
か
ら
渡
さ
れ
た
１
枚
の
紙
。

そ
こ
に
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
特
養
）

建
設
計
画
公
募
と
書
か
れ
て
い
た
。
当
時
、

大
証
二
部
上
場
を
果
た
し
て
い
た
グ
ル
メ
杵

屋
は
、「
東
へ
」
を
合
言
葉
に
東
証
二
部
を
目

指
し
、
東
京
進
出
を
推
し
進
め
て
い
た
。
先

代
と
は
、
創
業
者
の
椋
本
彦
之
。
既
に
、
一

部
上
場
を
成
し
遂
げ
、
上
場
記
念
事
業
で
特

養
を
つ
く
る
計
画
を
企
て
て
い
た
。
早
速
、

私
た
ち
は
公
募
に
参
加
し
、
１
９
９
５
年
の

冬
に
施
設
計
画
を
開
始
し
た
。
施
設
名
は「
グ

ル
メ
杵
屋
社
会
貢
献
の
家
」。

そ
の
時
代
、「
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
」
と
い
う
、

高
齢
者
保
健
福
祉
推
進
10
ヵ
年
戦
略
が
打
ち

出
さ
れ
て
い
た
。
特
養
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
整
備

に
よ
る
在
宅
福
祉
対
策
で
、
高
齢
者
の
最
後

の
住
処
が
必
要
だ
っ
た
。
市
場
拡
大
を
期
待

し
た
社
会
福
祉
法
人
が
こ
ぞ
っ
て
公
募
に
手

を
あ
げ
た
な
か
で
、「
グ
ル
メ
杵
屋
社
会
貢

グ
ル
メ
杵
屋
社
会
貢
献
の
家
誕
生
物
語 

vol.
１

先
代
の
想
い
と
、
苦
難
の
は
じ
ま
り

献
の
家
」
が
選
ば
れ
た
の
で
あ
る
。

ホ
ー
ム
の
建
設
場
所
は
、
住
吉
住
之
江
の
郵

便
局
本
局
の
跡
地
で
、
特
定
郵
便
局
だ
け
残

し
た
空
き
地
。
税
金
投
入
さ
れ
る
だ
け
に
、

近
隣
の
方
々
に
設
計
、
工
事
の
説
明
を
し
、

賛
成
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
準
備
万
端
、

説
明
会
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、「
老
人
ホ
ー
ム

な
ど
、
ほ
し
な
い
」
と
、
住
民
か
ら
建
設
の

理
解
を
得
ら
れ
な
い
と
い
う
苦
難
が
待
ち
受

け
て
い
た
。

４
人
部
屋
が
当
た
り
前
の
時
代
に
、
個
室
優

先
と
し
た
た
め
建
物
は
６
階
と
な
り
、
そ
の

圧
迫
感
が
反
対
の
引
き
金
と
な
っ
て
い
た
。

さ
ら
に
、
老
人
の
憩
い
の
家
が
で
き
る
と
い

う
噂
に
、
住
民
の
皆
さ
ん
は
、
公
民
館
の
よ

う
な
も
の
を
想
像
さ
れ
て
い
た
。

「
我
々
の
生
活
権
は
、
ど
な
い
お
考
え
で
す

か
？
」

「
こ
こ
は
終
の
棲
家
。
尊
厳
を
持
っ
て
生
き
る

家
だ
か
ら
、
将
来
を
見
据
え
て
ど
う
し
て
も

必
要
な
の
で
す
」

病
院
と
老
人
ホ
ー
ム
の
違
い
を
何
度
も
語
り
、

一
軒
、
一
軒
、
住
民
の
家
を
訪
ね
て
は
、
少

し
ず
つ
理
解
を
深
め
て
も
ら
っ
て
い
っ
た
。

そ
し
て
１
ヶ
月
、
あ
る
住
民
宅
を
訪
問
し
た

時
の
こ
と
。

「
あ
ん
た
ら
今
回
は
行
政
含
め
こ
こ
ま
で
逃
げ

ん
と
や
っ
て
く
れ
た
。
ま
ぁ
、
う
ち
き
て
、

ス
イ
カ
で
も
く
っ
て
け
」

こ
の
ひ
と
言
で
空
気
が
変
わ
り
、
建
築
了
承
の

流
れ
と
な
っ
た
。
真
夏
の
暑
い
日
だ
っ
た
。

（
語
り
手
　
開
設
メ
ン
バ
ー
）


